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ドロップ・サイト・デイリー、６月１６日：米国とイランの合意にもかかわらず、イスラ
エルはレバノンへの攻撃を続けている；カリフォルニアで B-52 が墜落；イランは「ワー
ルドカップで最も抑圧されているチーム」 

脇浜義明訳 

 

イランと停戦 

 ＊イラン外務省、停戦合意の内容を公表：イラン外務省のイスマイル・バガイ報道官は６月１５日、米国との合意覚書

を全面的に公開説明をした。  

・バガイは、レバノンを合意に入れることが極めて重要で、覚書の中では「レバノン」という語が３回登場すると述

べた。とりわけ、本文中の「レバノンを含むすべての戦線」での戦争終結がはっきりと求められてるところが重要で

あると言った。  

・バガイ報道官は、米国は合意の枠組み内でイスラエルの行動、とりわけレバノンに関する行動に責任を持つと付言

した。イスラエルの違反行為すべてに米国が責任を負い、イランは「相互主義」に基づく対応をとると述べた。  

・報道によると、この合意は米国が凍結したイランの資産をすべて解除すること（トランプは「イランに資金を提供

する」と表現しているが、当然のイランの権利としてである）、また「すべての制裁措置（第一次制裁と第二次制

裁）と、それに関連する国連安保理と IAEA 理事会決議の解除を求めている。  

・同様に、バガイ報道官は、米・イスラエル攻撃に対する損害賠償はまだ交渉中だと述べ、イランは「決して忘れ

ず、許さない」要求だと強調した。  

・報道によると、イランとオマーンはホルムズ海峡の安全航行を管理する権利を有し、航行、環境保護、保険などの

「サービス」に対して料金を徴収する。バガイ報道官は、これまでイラン当局が繰り返し言ったきたように、これは

「通行料」ではないと強調した。  

・６月１９日にジュネーブで覚書が調印されれば、石油、石油化学製品、燃料の販売は「障害なく」再開されること

になるはずである。  

・バガイ報道官は、イランのウラン濃縮権や現在の高濃縮ウラン備蓄などの核問題は覚書の中では交渉されおらず、

調印後６０日間で協議されると言った。  

・バガイ報道官は、イラン政府は交渉相手の米国に対する不信感を依然として抱いていると述べ、「我々は米国を信

用にしていないのと同じように、シオニスト政権を信用していない」と強く言った。 

 ＊アウン大統領、アラグチ外相と会談：レバノンのアウン大統領は１５日、イランのアラグチ外相と会談し、新たに発表

される覚書が「緊張緩和に向けた一歩となることを期待する」と述べた。電話会談の要約発表によると、アウン大統領は

「レバノンの安定、安全保障、主権は国家の最優先事項である」と強調した。  

・アラグチ外相は１６日、国営テレビで、「この覚書には２つの関係者がいる。一つは米国とイスラエル、もう一つ

はイランとヒズボラだ」と述べた。さらに、「このことは恐らく覚書の中で最も重要な点だ — レバノンを含むすべ

ての戦線での戦争の即時かつ恒久的な終結を宣言している点だ…レバノンでの戦争終結は、戦争の完全終結にとって

不可欠な要素だ」と言った。 

 ＊トランプ大統領、レバノンに関しイスラエルを批判：トランプ大統領は１６日、イスラエルのレバノン戦争への対応

を批判した。「私はイスラエルのレバノンとヒズボラに対する対応を好ましく思っていない。もっと早く解決できたはず

だ。いつまでも終わらない。そうなると、大きなディール、つまりイランとの重要なディールにも悪い影響が出る」と、彼

は記者団に語った。「イスラエルはヒズボラとあまりにも長く戦いすぎ、あまりにも多くの人が死んでいる。誰かを探すた

びにアパートを破壊しなくてもいいだろう。アパートにはたくさんの人が住んでいる。その人たちがすべてヒズボラではな

いはずだ。そのことははっきり言える…だから私はヒズボラについてはシリアに任せるべきだとイスラエルに提案した。シ

リアの方がうまくやると思うからだ。」 

 ＊ヴァンス米大統領、イランとの合意について語る：ヴァンス副大統領は１５日、CBS, CNN, CNBC のインタビュ

ーで米国・イラン合意を称賛し、両国関係は「根本的に変化したと主張した。  
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・ヴァンス副大統領は、イランが主張する２４０億ドルの凍結資産の解除は「合意文書のどこにも書かれていない」

と述べ、イランが合意条項を守ることを条件に、湾岸諸国が３０００億ドルの復興資金を供給すると説明した。彼

は、イランの軍事力と核開発計画が崩壊し、ホルムズ海峡が開放された現状では、米国が完全な影響力を持っている

と主張した。  

・ヴァンス副大統領は、イラン外務省が１５日にホルムズ海峡の航行、保険、環境サービスに海上サービス料金を徴

収する計画を発表したことには触れずに、米国はホルムズ海峡が「長期間のわたり「通行料無料」の状態が維持され

ることを期待していると述べた。  

・イスラエルが合意の停戦条項に違反してレバノンを攻撃している点について質問されると、ヴァンス副大統領は

「一時的混乱に過ぎない」と質問を一蹴し、「場合によっては誰かが発砲し、誰かが応戦するものだ」と言って、米

国政府は依然としてイスラエルが合意を遵守することを期待していると主張した。 

 ＊何故ガザが合意に含まれなかったか：ドロップ・サイトのジェレミー・スカヒルは米国・イラン合意の中にガザが含

まれていないことを論じている。イラン高官は「ブレイキング・ポイント」に出演したとき、合意にはレバノンが含まれる

べきだと主張した。イラン高官はスカヒルに、パレスチナ各派が統一してイスラエルと米国との停戦合意を結んでおり、そ

の合意は国連安保理決議に基づいているので、ガザについては別途の外交的枠組みが必要となると説明した。スカヒルはこ

の説明を「不満足」とし、イランはガザ、西岸地区、入植地問題、ガザ封鎖、強制退去を包括的停戦合意に入れる力がなか

ったと判断した。イランのハマスとの関係はヒズボラとの関係と同じではないと判断した。DropSite News ６月１５日の

X の「Breaking Points」を参照。 

 ＊イラン、反政府デモ参加者２人を処刑：ミザン通信によると、今年初めにあった反政府デモに参加して告発された２人

が、１６日朝に処刑された。ジャバド・ザマニとアボルファズル・サエディの２人は、公共秩序の混乱、国家安全保障に対

する共謀、器物損壊などの罪で有罪判決を受けていた。国連人権高等弁務官ボルカー・テュルクは１５日、２０２６年に入

ってからイランは「国家安全保障」の理由で少なくとも４０人を処刑したと述べた。その中にはデモ参加者１８人が含まれ

ている。 

 

レバノン 

 ＊死傷者：レバノン保健省によると、３月２日以降、イスラエルの攻撃で少なくとも３，８２６人が死亡し、１１，８

５１人が負傷した。 

 ＊イスラエル軍のドローン攻撃は１６日も継続：  

・レバノンの国営通信社によると、１６日、ミフドゥン村で村人被害を確認している最中に、イスラエル軍はドロー

ン攻撃を３回連続で行った。死傷者の報告はない。他に、ハダサ・ハリス道路でライトバンが攻撃され、ハダサの町

にはスタン手榴弾が投下され、４人が軽傷を負った。ベイルートとその南郊外の上空ではドローンが低空飛行してい

るとの報告があった。 

 ＊イスラエルは、米・イランのレバノン停戦合意後数時間も経たないうちに違反行為：米・イランの覚書が正式発表さ

れてから最初の２４時間以内に、イスラエル軍は南レバノン全域をドローン攻撃、砲撃、道路破壊を行い、少なくとも３人

の民間人を殺害、数人を負傷させた。合意覚書は「レバノンを含むすべての戦線」での戦闘停止を求めている。   

・死んだ３人のうち１人は、ビント・ジュベイルのヤテルで死亡した男性で、ロリアン・トゥデイ紙によると米・イ

ラン停戦合意発効後レバノンで最初の死者になる。他に１人は、クファル・ティブニットの円形交差点で車へのドロ

ーン攻撃で死亡した男性で、その遺体は判別不能な状態であった。最後の１人は、スール地区でマンスーリ方面へ歩

いていたところをイスラエルのドローンが投下したスタン手榴弾で死亡した男性。  

・ヒズボラは、アルヌーンからクファルテブニットへ向かうイスラエル軍の戦車と掘削機を伴った部隊を、誘導ミサ

イルとアバビル無人機を使って撃退したと主張した。その一方で、ドロップ・サイトの情報筋は、イスラエル軍がブ

ラシットに侵攻シ、ベイト・ヤフーンとクーニネ郊外の住宅地付近に陣地を構築していると報告した。 

https://x.com/DropSiteNews/status/2066600267362033756
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 ＊３日間でレバノンで４５人のイスラエル兵が負傷、３月以降３０人が死亡：アル・ジャジーラが伝えたイスラエル軍

の発表によると、過去３日間で南レバノンでのヒズボラとの戦闘で、イスラエル軍将校と兵士４５人が負傷した。また、３

月初旬以降、レバノンで将校と兵士３０人が死亡、１，３４７人が負傷したと発表した。 

  

 

パレスチナ 

 ＊死傷者：過去２４時間で、ガザ回廊各地へのイスラエル軍の攻撃で、パレスチナ人５人が死亡、８人が負傷した。こ

れより、２０２３年１０月７日以降に記録された死者の総数は７３，００８人となり、負傷者は１７３，２６０人となっ

た。ガザのパレスチナ保健省によると、いわゆる「停戦」初日の１０月１１日以降、イスラエルの停戦違反攻撃で少なくと

も９９７人のパレスチナ人が死亡し、３，１５２人が負傷した。瓦礫の下から回収された遺体は７８４体である。 

 ＊イスラエル、ガザでパレスチナ人２人を殺害：WAFA 通信によると、１６日、ガザ回廊中部のヌセイラト難民キャン

プ北側へのイスラエル軍の攻撃で、パレスチナ人２人が死亡した。 

 ＊ラファ・クロッシングを９７人が医療通過、ガザ当局は通過率３５％と発表：パレスチナ赤三日月社によると、１６

日、患者３５人と付き添い６２人の９７人がラファ・クロッシングを経由して外国で医療を受けに出た。ガザの政府メディ

ア・オフィスは、イスラエルは依然としてラファ国境通路の通過を制限しており、停戦合意で通過が予定されていた１９，

６００人のうち、実際に通過したのは６，８４５人で、率に換算すると３５％にとどまっていると発表した。 

 ＊イスラエル裁判所、フッサム・アブ・サフィア医師の釈放を求める控訴を棄却：パレスチナ囚人擁護センターは１６

日、イスラエル高等裁判所がガザの小児科医フッサム・アブ・サフィア医師の釈放を求める控訴を棄却し、イスラエルの

「非合法戦闘員法」に基づいてサフィア医師を起訴なしに拘束を続けていることを認めたと報告した。センターはこの判決

を「恣意的拘束の危険な継続」と非難し、サフィア医師がナフハ刑務所で「過酷で屈辱的な環境」のもとで、独房に監禁さ

れたままで、必要な医療もされず、基本的人権を奪われたままでいると報告した。 

 ＊報道によれば、イスラエルは過激派入植者青年運動に数万ドル分配：イスラエル・メディアYnet の報道によると、イ

スラエル政府は、暴力防止を名目にしたプログラムのもとで、過激派入植者組織「丘の上の青年」のメンバーに数百万ドル

を支給している。このプログラムでは、１人あたり１日約１５ドル相当の食料と衣料品の引換券を支給し、西岸地区の約６

５７人の入植者を支援するために年末までに約１６０万ドルを供給する予定である。「丘の上の青年」運動は違法な入植地

建設やパレスチナ人への襲撃に長年関与してきた。 この報道は、２０２６年初頭以降、入植者のパレスチナ人コミュニテ

ィへの襲撃が１０００件以上記録されていると国連が発表した直後、そして国連の調査でイスラエル政府が暴力入植者の財

政的、軍事的、その他の保護措置で支援している結論が出た数日後に、発表された。 

 ＊西岸地区で入植者が暴力行為、９２歳のパレスチナ人男性にガソリンを浴びせ、車や建物を焼き払う：１４日、西岸

地区ラマッラーの東のデイル・ディブワンで、イスラエル人入植者らはモスクの窓から９２歳のパレスチナ人男性のガソリ

ンを浴びせ、町中の車両や建物に放火した。住民のヤセル・サイードは、外で物音がしたので窓から外をのぞくと、顔や目

や体の半分にガソリンをかけられたので、火をつけられたら大変だと後ずさりしたと、地元メディアに語った。入植者らは

また、イスラエル軍の保護下にあるはずのブルカの町を襲い、アンヌール・モスクの入り口に火をつけ、農地を焼き払い、

遺跡を破壊した。ユーロ地中海人権モニターのラミー・アブドゥ会長は、２０２０年以降、西岸地区での無法襲撃事件に関

する捜査の９６％以上が起訴もなく終了していることを指摘した。入植者によるパレスチナ人殺害数は今年初めからすでに

１６人の達し、去年１年間の数を超えている。 

 ＊パレスチナ自治政府の外務省、占領下のエルサレムにソマリランドの大使館開設を非難：パレスチナ自治政府の外務・

在外居住者省は１５日、占領下のエルサレムに「いわゆる」ソマリランド大使館を開設することを非難し、「国際法及び関

連する国連決議への明確な違反」と言った。同省は、この動きはイスラエルとソマリランドが「法的にも政治的にも権利を

持たない土地で、不法な存在を正当化しようとする試みだ」と述べた。また、イスラエルがソマリランドを国家として承認

したことを非難し、「ソマリア連邦共和国の主権、統一、領土保全」への支持を改めて表明した。ソマリランドのアブディ

ラフマン・モハメド・アブドゥラヒ大統領とイスラエルのギデオン・サール外相は１５日、占領下のエルサレムにソマリラ

ンド大使館を開設した。イスラエルは昨年１２月、１９９１年にソマリアから分離独立したソマリランドを世界で初めて承
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認した国となった。イスラエルとソマリランドの関係深化に関しては、Faisal Ali, “Israel Searches for a Red Sea Foothold in 

Somaliland”,Drop Site, Jun 13, 2026 を読まれたい。 

 

米国ニュース  

 ＊トランプ大統領、イランとのディールを推進して、フランスのG７サミットへ到着：トランプ大統領は１５日、フラ

ンスのエビアン･レ・バンで開催された G７サミットに到着し、米・イランの初動停戦合意を宣伝し、このサミットを利用

してウクライナとレバノンの和平に取り組む意向を表明した。彼はフランスのマクロン大統領に対し、「中東では素晴らし

いことが多く起きるだろう」と述べ、原油価格の下落と株式市場の上昇を、今回の合意の成果として挙げた。ウクライナに

ついては、トランプはゼレンスキー大統領およびプーチン大統領と「良い話し合い」をしたと述べ、両氏とも解決に向けて

前向きだったと思うと言った。しかし、ロシア側は三者首脳会談を開こうというウクライナ側の提案に回答しなかった。１

７日まで続くG７では、世界経済の不均衡、人工知能、中国のレアアース市場における支配力について協議される。 

 ＊エドワーズ空軍基地でＢ－５２爆撃機が墜落、乗員８人が全員死亡：カリフォルニア州モハベ砂漠にあるエドワーズ

空軍基地を離陸した直後、Ｂ－５２ストラトフォートレス爆撃機が墜落炎上し、軍人、請負業者、ボーイング社の従業員２

人を含む８人全員が死亡した。これはレーダー近代化計画を支援する定例飛行だと空軍の説明による飛行中に、午前１１時

２０分頃、墜落した。航空安全専門家は、低空で急に墜落したのは、飛行制御またはエンジン故障の可能性があると示唆し

ているが、当局は本格的調査には最大半年かかると言っている。 

 ＊カリフォルニア州のニューサム知事がトランプから政治的照準を当てられていると主張しているときに、連邦捜査官が

ニューサム知事の側近を事情聴取：連邦捜査官は、カリフォルニア州知事ギャビン・ニューサムとその妻ジェニファー・シ

ーベル・ニューサムの友人、側近、元使用人らを、現在行っている複数の捜査の一環として事情聴取した。その一つは妻の

シーベル・ニューサムの非営利団体の財務状況に関する調査。２０２８年の大統領選で民主党の有力候補を見なされている

ニューサム知事は、この調査はトランプ大統領とトッド・ブランシュ司法長官が仕組んだ「情報を探り出すための政治的法

的尋問」に等しいと言った。この調査はワシントンからの指示によるものでなく、カリフォルニア州の連邦法執行機関が開

始したものと言われている。 

 ＊AIPAC 関係のドナーが土壇場にエスパイヤット陣営に献金を集中：６月４日、アドリアーノ・エスパイヤット下院議

員の選挙運動に親イスラエル派からの献金が殺到し、１日で６９人のドナーから１１万２０００ドル近くが集まった。ドナ

ーのなかには、ハーレムを含むニューヨーク第１３選挙区内に住所を持つものは１人もおらず、６９人のうち６７人が、

AIPAC または共和党ユダヤ人連合や民主党親イスラエル多数派などAIPAC 関係団体と繋がるドナーであった。AIPAC の

元会長ボブ・コーエンや、２０２３年以降AIPAC に１００万ドル近くを直接寄付したドナーからの献金を含む資金調達

は、エスパイヤットが６月２３日の予備選挙で、ジャスティス・デモクラッツ、ニューヨーク市民社会主義者

（NYCDSA)、ニューヨーク市長マムダニらの支援を受ける親パレスチナ派のコミュニティ・オルガナイザーのダリアリ

ザ・アビラ・シュヴァリエと対決するために行われた。エスパイヤットはまた、ラテン系擁護団体を自称する３つのスーパ

ーPAC から３３０万ドル以上の外部資金援助を受けている。そのうちの１つBOLD America は、当初団体所持金２５万ド

ル未満と報告していたのに、突然エスパイヤットに２５０万ドルを献金した。差額の２２５万ドルの未公表の寄付金の出所

は選挙終了まで明らかにされないであろう。詳細は Ryan Grim & Juian Andreone, “Pro-Israel Donors Power Last-Minute 

Surge of Espaillat Spending”, Drop Site, Jun 16, 2026 を読まれたい。 

 ＊トランプのホワイトハウス舞踏室、６億ドルの建設費用：ワシントンポストが新たにトランプ大統領のホワイトハウ

ス舞踏室建設費用の３月の内部見積を検証した結果、そのプロジェクトの内部見積は６億ドルで、その大半は納税者によっ

て賄われることが明らかになった。トランプは以前、舞踏室とその地下壕を含むイーストウィングの改修プロジェクトは４

億ドル、全額民間からの寄付で賄うと言っていた。 

 ＊プロパブリカの調査によれば、ヒルコープ社創業者のトランプへの献金はメタン規制緩和と関連していた：米国石油・

ガス業界最大のメタン排出企業であるヒルコープの創業者で億万長者のジェフリー・ヒルデブランドは、バイデン政権が同

社の１万１０００基以上の老朽化した「ストリッパーウェル」（低生産性の零細油田）に厳しいメタン規制を導入し生産コ

ストを高めたので、トランプや他の共和党員に１５００万ドルを献金するようになった。トランプは大統領に就任してか

https://www.dropsitenews.com/p/israel-somaliland-military-bases-somalia-uae-red-sea
https://www.dropsitenews.com/p/israel-somaliland-military-bases-somalia-uae-red-sea
https://www.dropsitenews.com/p/pro-israel-donors-aipac-adriano-espaillat-avila-chevalier
https://www.dropsitenews.com/p/pro-israel-donors-aipac-adriano-espaillat-avila-chevalier
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ら、プロパブリカの１５日の調査報道によれば、元ヒルコープのロビイストのアーロン・サボを環境保護庁の気候変動規制

を監督し、その規制を撤廃する取り組みを主導する立場に指名した。零細油田は米国の石油・ガス生産量のわずか６％を占

めるに過ぎないが、このセクターのメタン排出量のほぼ半分を占めている。Alex Cuadros, “Trump Plans to Protect 

Metahne-Leaking Stripper Wells. This Billionaire Donor Will Benefit”, PROPUBLICA, June 16, 2026 を読まれたい。 

 

その他の国際ニュース 

 ＊ボリビア、アルゼンチン人権代表団を追放：ボリビア当局は１５日、アルゼンチンの議員、労働組合オルガナイザー、

活動家などから成る代表団がラパスのエルアルト国際空港の到着したときに拘束し、一行の渡航書類に不正があったとし

て、国外追放にした。一行は、ボリビアで警察の弾圧を調査するため。地元の団体から招待されてボリビアに来たと言っ

た。この国外追放は、ほぼ２カ月間続いているボリビアの政治的危機の中で起きた。ボリビアでは広範にわたる抗議活動、

９０箇所の道路封鎖、その影響で食料、燃料、医薬品の不足が生じている。ロドリゴ・パス大統領は、最近、非常事態権限

を拡大し、憲法が保障する権利を停止、軍隊を国民の向けて展開し、反対派を「麻薬テロ」と破壊工作で非難している。 

 ＊スーダンで即応支援部隊（RSF)がエル・オベイド一帯に増援部隊を配備：スーダン・トリビューン紙が前例のない規

模と表現した増援部隊を、RSF は北コルドファン州の州都エル・オベイド周辺に配備した。スーダン軍筋は、７２時間以

内に大規模な地上攻撃が開始されるかもしれないと言っている。エル・オベイドには、北コルドファン州唯一の空港があ

り、ハルツームとダルフールを結ぶ要所で、この内戦で最も戦略的に重要な拠点である。過去３日間で、RSF 部隊はエ

ル・オベイド地域のガソリンスタンド８箇所を破壊し、アッラハドとウム・タワバでは燃料トラックをドローン攻撃した。

この攻撃は、大規模攻撃開始に先立って包囲網が強化されていることを物語っている。 

 ＊ハンガリー議会、オルバンの首相復帰を阻止する憲法修正案を可決：ハンガリー議会は１５日、首相の任期を遡及的

に８年に制限する憲法修正案を可決した。これにより、合計２０年間首相を務めたヴィクトル・オルバン前首相の首相復帰

が不可能となる。修正案はまた、欧州委員会が EU 法違反と指摘したオルバンの主権保護局の廃止を目指し、政府が、オル

バンが自分のフィデス党に関係する人物に大学経営を譲渡するのに使用した公的信託財団を廃止することも認めている。こ

の法案は現在タマーシュ・スリョク大統領に送付されている。スリョク大統領はペーテル・マジャール首相から自主的辞任

を要求され、それを拒否している状態であるから、法案に署名しないで議会に差し戻す可能性がある。しかし、議会は２度

目の採決で大統領の反対を覆す権限を持っている。 

 ＊シリア、地中海でタルトゥースとアクレサンドリアを結ぶ海底ケーブルが破壊されたと発表：シリアの国営通信当局は

１５日、地中海の港湾都市タルトゥースとエジプトのアレキサンドリアを結ぶアレタール海底ケーブルが意図的な破壊攻撃

を受け、国内のインターネットサービスが停止したと発表し、外国の専門的技術者に協力を求めた。シリア通信当局は、シ

リアの通信インフラへの「組織的な破壊工作」だと非難した。アレタール海底ケーブルはシリア、エジプト、レバノンの通

信業者が共同所有し、１９９７年から運用されてきた。それは、グローバル海底ネットワークに接続するシリアの唯一の接

続点タルトゥースに繋がる４本の海底ケーブルの１つである。容疑者はまだ特定されていないが、シリア当局はこれまでイ

ンフラ攻撃をヒズボラ、イスラム国、アサド支持派民兵組織によるものと主張してきた。２０２４年にアサド政権を打倒し

たアハメド・アッシャラー率いる反政府勢力の新政権に対する攻撃が今も続いている。 

 ＊イラン、「ワールドカップで最も抑圧されたチーム」：イラン代表のアミール・ガレノエイ監督は、１６日夜にロサンゼ

ルスでニュージーランドと初戦が済んだとたん、直ちにメキシコのティファナにあるトレーニングキャンプへ強制移動させ

られたので、イランは「ワールドカップで最も抑圧されたチーム」だと言った。米国はイランに対するビザ制限で、イラン

代表の滞在を認めていない。アル・ジャジーラによると、ガレノエイ監督は試合後、「米国到着も送らされたうえ、試合後

の体力回復の時間を与えずに追い出そうとする」と語った。ロサンゼルス空港でセキュリティの問題だといってチームメン

バー２人が足止めされ、メキシコに帰るのも遅れた。「米国は我々の状況をますます困難にし、多くの障害を課している。

我々はそれにへこたれないが、我々はワールドカップで最も抑圧されているチームだと思う」と彼は言った。 

                

https://www.propublica.org/article/trump-epa-methane-jeffery-hildebrand-hilcorp-oil-regulations
https://www.propublica.org/article/trump-epa-methane-jeffery-hildebrand-hilcorp-oil-regulations

